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三鷹市環境基本計画 2022（第２次改定）の進捗状況（令和３年度実績） 

 

１ 環境目標について 

  ４つの環境目標における 16件の達成指標を、目標値（令和４年度）と比較して評価している。 

 

 
目標値を達成している ７件 

 
目標値の達成に向かっている ５件 

 
目標値の達成に向けて努力を要する １件 

－ 今年度調査をしていない項目 ３件 

 

 

 

 

  

環境目標 １

■健康で安全に生活ができるための達成指標と数値目標

地下水の環境基準超井戸数 19 10/30 12/30 減少

大気中アスベスト濃度 不検出 不検出 不検出 不検出

前年度 備考令和３年度

0.123ppm

目標値
（令和４年度）

達成指標項目
計画策定時

（平成22年度）

0.160ppm

9.6μｇ/㎥

※　　微小粒子状物質（PM2.5）については、環境基準の達成状況評価に必要な常時測定を市独自では行ってい
　　　 ないが、東京都の自動車排出ガス測定局（下連雀７丁目）の測定データを活用して監視を行っている。
　　　 令和３年度の測定値が公表前であるため、前年度及び令和３年度の数値は、それぞれ令和元年度及び令
　　　 和２年度の測定値を記載している。

目標値の
達成状況

0.142ppm
計画策定以降、環
境基準値越えの状
況が続いている。

―
(データなし)

0.060ppm
（環境基準の達成）

微小粒子状物質濃度
（1年平均値）　※

15μｇ/㎥
（環境基準の達成）

光化学オキシダント濃度
（1時間値の最高値）

10.1μｇ/㎥

環境目標２

■歴史・文化資源を活かした良好な風景・景観を形成するための達成指標と数値目標

計画策定時
（平成22年度）

目標値の
達成状況

5.01%

達成指標項目

樹林：10箇所
樹木：704本

樹林：9箇所
樹木：775本

市域面積に対する
公園緑地等の割合

保存樹林・保存樹木

5.01%4.60%

現状維持に努める

目標値
（令和４年度）

前年度 令和３年度 備考

5.48%

樹林：9箇所
樹木：767本
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環境目標３

■みどりを守り多様な生き物と共生するための達成指標と数値目標

農地面積 171ha 144ha 143ha 140ha

雨水浸透ますの
設置数

51,537基 75,816基 77,958基 75,500基

※５年ごとの調査であり令和元年度から３年度の調査は行っていないため「ー」表記とした。

　 参考として直近の平成30年度の調査結果を記載。

備考達成指標項目
計画策定時

（平成22年度）
目標値の
達成状況

　-※
　-※

参考：Ｈ30年度
21.9％

　-※

令和３年度

緑被率
33.46％

（平成21年度調査）
　-※

　-※
参考：Ｈ30年度

32.53％

前年度

　-※

目標値
（令和４年度）

33.00%

生垣化率
20.5％

（平成21年度調査）

屋上緑化
337箇所
24,843㎡

（平成21年度調査）
　-※

　-※
参考：Ｈ30年度

303箇所
32,402㎡

　-※

22.0%

336箇所
36,000㎡

環境目標4

■循環型社会を形成するための達成指標と数値目標

0.419 0.464 0.448 - -

0.374 0.449 0.435 - -

※１　「オール東京標準化手法」では、温室効果ガスの算定根拠とする諸統計データの入手・確定に３か年ほどの期間を要する。

※２　「オール東京標準化手法」による排出係数

※３　平成30年度実績値までは「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」に規定されている排出係数、令和元年度実績値以降は各施設の電力に基づいて算出した

       排出係数。

※４　市の助成制度を利用して設置された太陽光発電設備及び燃料電池コージェネレーションによる最大出力の累計値

排出係数　※３

新エネルギー導入助成
による最大出力の累積値

※４

917kW
（平成22年度）

5,028kW
5,717kW

（令和４年度）
4,768kW

28,037t-CO2

（平成22年度）

       エコタウン開発奨励制度により設置された太陽光発電設備分も含む。

備考

最終処分場に埋め立てる
ごみの量

0㎥
（平成22年度）

0㎥

713ｇ

目標値の
達成状況

0㎥

一人一日あたりの
ごみ総排出量

目標値

688g
（令和４年度）

計画策定時

698ｇ

達成指標項目

743g
（平成22年度）

前年度 令和３年度

・民生（家庭及び業務）部

門における排出量が高い

値を推移している

・電気の排出係数が、東

日本大震災以降、高い値

を推移している

0㎥
（令和４年度）

591,000t-CO2

（令和４年度）

12,747t-CO2
（令和４年度）

12,587t-CO2
（令和元年度実績値）

11,660t-CO2
（令和２年度実績値）

三鷹市公共施設の
温室効果ガス総排出量

第３期計画及び第４期計画
平成24年度～令和12年度

三鷹市における温室効果
ガス総排出量

（平成24年度～平成30年度）
第３期計画及び第４期計画
平成24年度～令和12年度

621,000t-CO2

（平成20年度）
654,000t-CO2

(平成30年度実績値）※１
636,000t-CO2

(令和元年度実績値）※１

排出係数　※２
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●「市が優先的に取り組む環境課題」と環境貢献の取り組みの成果                                 

三鷹市では、毎年、地球規模の課題及び社会情勢等を鑑みて市長が「市が優先的に取り組む環境課題」を決定します。（令和３年度は下表の３つの課題） 

各課の職員が、この環境課題を解決するために環境貢献の目標を設定し、事務・事業に取り組んでいます。取り組みにあたっては、SDGs への繋がりなどを認識し、 

将来的なゴール達成への貢献を目指しています。 

令和３年度「市が優先的

に取り組む環境課題」 

課の目標 

（主な取り組み） 
課名 

関連する SDGs のゴール 

（先頭は最も関連のあるゴール） 
実績 

①コロナ禍における対策

の強化と新しい生活様式

への対応（14件） 

ＩＣＴ活用の推進 

（ビジネスチャットや Web 会議の

積極的な取り組みの推進） 

情報推進課 

市長室 

地域福祉課 

 

 

 

 

・令和３年５月より、全正規職員に対して、ビジネスチャット（LoGo チャ

ット）の導入を開始し、各課で積極的に利用 

・外部との会議や研修等については、Web会議システムを積極的に使用。令

和４年２月にタブレットも新たに 20台追加し、更なる活用を図った。 

電子媒体を活用した周知、啓発 

（既存の広報媒体に加え、YouTube

「三鷹市公式動画チャンネル」の配

信内容を拡充） 

広報メディア課 

 ・毎週配信している市長メッセージでは、対話形式を導入し、より市民に

わかりやすく市政情報を提供 

・専門家による感染症対策や、災害時への備えなど、ニーズに合わせた動

画を配信 

・下半期には、コロナ禍でも市民活動が再開されてきたことから、市内の

魅力を伝える「三鷹さんぽ見～つけた（吉祥寺通り編）」などを配信 

・「広報みたか」新春号とリンクさせ、建築家隈研吾氏と市長の対談を配信

し、既存の紙媒体と動画配信をつなげる試みを実施 

 

※広報部署のみではなく、各課による動画配信も増えており、職員採用 PR

動画や交通安全啓発動画などを配信 

・コンビニ交付の利用件数増加によ

る省資源化の推進 

・キャッシュレス決済の利用促進に

よる感染防止 

市民課 
 

・コンビニ交付件数 30,363枚（前年度 18,078枚） 

・キャッシュレス決済利用率平均 17％（目標値 25％） 

公共施設における感染症対策の徹

底及びデジタル（Wi-Fi等）環境整

備による新しい生活様式への対応 

コミュニティ創生課 

 

・非接触型検温器、蛇口の自動水栓センサー及び CO２センサーの整備 

・デジタル（Wi-Fi等）環境の整備 

子ども宅食事業の推進 児童青少年課 
 

 

・フードバンクみたかと連携し、約 400世帯に対して食材等を宅配 

・寄付された食材を活用し、フードロスの削減にも貢献 
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令和３年度「市が優先的

に取り組む環境課題」 

課の目標 

（主な取り組み） 
課名 

関連する SDGs のゴール 

（先頭は最も関連のあるゴール） 
実績 

②地球温暖化をはじめと

する気候変動への対応

（47 件） 

公共施設の資源エネルギーの有効

利用 
契約管理課 

 ・太陽光発電設備（本庁舎西側外壁部）の令和３年度発電量は 1,998.4kWh。

中庭芝生の自動潅水装置に利用するとともに、余剰電力については、市民セ

ンター内へ供給した。 

・低公害車（ハイブリット車）２台導入 

新エネルギー・省エネルギー設備設 

置助成金の実施 
環境政策課 

 

 

・新エネルギー・省エネルギー設備設置助成金 8,990,000円交付（残額 1,000

円） 

・申請内訳：太陽光発電 45 件、蓄電池 54 件、エコキュート 22 件、エネフ

ァーム 98件 

・助成制度を始めた平成 16 年度から令和 3 年度までの太陽光発電などの累

積発電量（推計）は、約 49,131,000kWh、二酸化炭素累積削減量は約 22,658,740

キログラムの削減 

みたか環境活動推進会議の運営 

（協働による環境啓発事業の実施、

人財の育成） 

環境政策課 

 

 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、エコミュージカル公演は、事前

収録を行い、オンラインでの動画配信を実施 

・４月、７月、10 月、11 月にニュースレター「みたか環境ひろば」を発行

し、SDGsやプラスチック問題など話題を提供 

・新たにごみ拾いウォーキングを 11月に実施 

・令和４年３月に環境講座「プラスチックの問題 ～プラスチックフリーの

社会を目指して～」を実施。講演後に、市内でプラスチック削減に取り組む

プラモンやっつけ隊の活動発表や講師への質疑応答を行った。 

クリーンプラザふじみでごみの焼

却時に発生する熱を利用したエネ

ルギー回収の推進 

ごみ対策課 

芸術文化課 

 

 

・三鷹中央防災公園・元気創造プラザにおいて、ふじみ衛生組合の「クリー

ンプラザふじみ」からごみ処理過程で生じる低温水による熱源等を計画的に

需給し、環境への配慮（温室効果ガスの排出抑制や環境負荷の低減）とラン

ニングコストの低減を図った。 

・年間売電量：リサイクルセンター946MWｈ、防災公園 3,187MWｈ、電力事業

者 27,735MWｈ 

気候変動に対する適応策の推進 

（農地等の保全・活用の推進） 
都市農業課 

 

 

・市立小中学校（全 22 校）における学校給食の市内産農産物の使用率は重

量ベースで約 17.0％（令和２年度は 15.3％） 

・新規の都市農地貸借２件（760㎡、1,502㎡）認定、４件（計約 12,827㎡）

契約更新 

 

サイクルシェア事業の推進 都市交通課 

 

サイクルシェアや駐輪場の利用環境を整えることで、市内における自転車の

利用を促進するとともに自動車の利用を抑え、ＣＯ2 排出抑制や市民の健康

増進に寄与した。 

災害に強い公園づくりの推進 緑と公園課 

 

地域市民との意見交換会の内容を反映し設計した中原の防災拠点公園（中原

もみじ防災公園）の完成 
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令和３年度「市が優先的

に取り組む環境課題」 

課の目標 

（主な取り組み） 
課名 

関連する SDGs のゴール 

（先頭は最も関連のあるゴール） 
実績 

③資源の保全（31件） 

紙使用量の削減 

企画経営課 

財政課 

政策法務課 

土地対策課 

障がい者支援課 

介護保険課 

子ども育成課 

子育て支援課 

子ども発達支援課 

まちづくり推進課 

会計課 

議会事務局 

指導課 

選挙管理委員会事務局 

監査事務局 

 

 

（主な実績） 

・自治体経営白書、三鷹市地域防災計画（令和３年改定）及び論点集など、

刊行物の電子書籍化を順次実施 

・印刷抑制、裏紙使用及び両面・分割（２in１等）印刷等を徹底 

・介護認定審査会のオンライン化の推進 

・「保育園等入所案内」（毎年 2,500部印刷）を見直し、総ページ数を半減さ

せ、紙使用量を大幅に削減 

・全庁に向けて、財務会計システムの機能を利用した効率的な伝票起票につ

いて周知 

・定例校長会等の会議体で使用する資料等を電子データ化し、タブレット等

の端末で供覧し、ペーパーレス会議として実施 

電子申告、電子申請等の普及 
市民税課 

スポーツ推進課 

 

 

・法人市民税電子申告割合 84.7％（昨年実績より 10.9％増） 

・事業の参加申し込みは、電子申請サービスを積極的に活用 

・事業の周知は、Twitterなどの広報媒体を活用 

・ふれあい乗馬体験等事業のアンケート回収においては新たに LOGO フォー

ムを活用 

 

市民との協働によるごみ減量・資源

化等のキャンペーンの実施 
ごみ対策課 

 

 

感染症対策のため、従来の啓発品の直接配布ではなく、協力店舗の店頭や窓

口等において、啓発品(除菌ウェットティッシュ・ポケットティッシュ）を

設置配布してもらう方法での啓発を実施 

 

 

 

食品ロス削減プロジェクトの推進 ごみ対策課 
 

 

・広報みたか、ホームページ等でフードドライブについて周知 

・みたかボランティアセンター、三鷹市リサイクル市民工房に加え、ベネッ

セ住宅型有料老人ホーム「グランダ三鷹」内にも食品の寄付を受け付けるま

んぷくＢＯＸを設置 

 

 

学校施設への省エネルギー設備の

導入 
総務課 

 

・市立小学校 12校の体育館に低環境負荷タイプの空調設備を新設 

・高山小学校の既存空調設備について改修工事（Ⅱ期）を実施し、低環境負

荷タイプの空調設備へ更新 
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●SDGsゴール解説 

【各ゴールの内容（環境面のゴール）】 

飢餓をゼロに 
安全な水とトイレを世界

中に 

エネルギーをみんなにそ

してクリーンに 

住み続けられる 

まちづくりを 

つくる責任 

つかう責任 

 

    

飢餓をなくし、生きていく

ために必要な食料を安定し

て手に入れることのできる

権利を保障し、栄養状態を

良くして、持続可能な農業

を進める 

水と衛生的な環境を管理

して、誰もが水と衛生的

な環境を得られるように

する 

安価で、安心して発電で

き、持続可能で近代的な

エネルギーをすべての人

が使えるようにする 

まちや人々が住んでいる

ところを、だれもが受け

入れられ、安全で、災害

に強く、持続可能な場所

にする 

持続可能な方法で生産

し、消費する 

【キーワード】 

・食品ロス削減 

・飢餓の撲滅 

・農業の推進 

【キーワード】 

・水資源の保全 

・節水 

【キーワード】 

・再生可能エネル 

ギーの活用（太 

陽光発電等） 

・節電 

【キーワード】 

・まちづくり 

・安全安心 

・快適な公共交通 

【キーワード】 

・３R（リサイク 

ル等） 

・環境に配慮した 

物品の購入 

・省資源（紙など） 

 

【各ゴールの内容（環境面のゴール）】 

気候変動に 

具体的な対策を 
海の豊かさを守ろう 陸の豊かさも守ろう 

パートナーシップで目標

を達成しよう 

 

    

気候変動とその影響を軽減

するために、すぐに行動を

起こす 

海と海洋資源を守り、持

続可能な利用を促進する 

陸の生態系を保護・回復

し、持続可能な利用を行

う。森林の持続可能な管

理をし、砂漠化、生物多

様性の喪失などを止める 

目標達成のために必要な

行動を強化し、持続可能

な発展に向けて世界の

国々が協力する 

【キーワード】 

・省エネ 

・適応策（熱中症予 

防、災害対策） 

・節電 

・CO２削減 

【キーワード】 

・プラごみの削減、 

適正処理 

・良好な水質 

・魚類資源 

【キーワード】 

・生態系の保護 

・紙使用量の削減 

・緑化推進、樹木の保全 

【キーワード】 

・色々な市民、団 

体等との連携、 

協働 

 

 

 

【各ゴールの内容（その他のゴール）】 

貧困をなくそう 
すべての人に健康と

福祉を 

質の高い教育をみん

なに 

ジェンダー平等を

実現しよう 

働きがいも経済成長

も 

    

 

世界中のあらゆる貧困を

終わらせる 

何歳であっても、健康で安

心して満足に暮らせるよ

うにする 

誰もが平等に質の高い教

育を受けられるようにし、

誰もが生涯にわたってあ

らゆる機会に学習できる

ようにする 

ジェンダーが平等で

あるようにし、すべて

の女性及び女児に力

を与える 

自然資源が守られ、みんな

が参加できる経済成長を

進め、すべての人が働きが

いのある人間らしい仕事

をできるようにする 

【キーワード】 

・社会保障 

・融資、助成 

・自立サポート 

【キーワード】 

・健康、福祉 

・病気やケガの抑制 

・大気汚染の防止 

【キーワード】 

・教育機会 

・啓発 

【キーワード】 

・ジェンダー平等 

【キーワード】 

・業務効率化 

・ライフワークバランスの

推進 

・就労支援 

・経済振興 

 

【各ゴールの内容（その他のゴール）】 

産業と技術革新の基

盤をつくろう 

人や国の不平等をな

くそう 

平和と公正をすべての

人に 

   

災害に強いインフラをつ

くり、みんなが参加できる

持続可能な経済成長を進

め、新しい技術を生み出し

やすくする 

国と国の間にある不平等

や、国の中での不平等を減

らす 

持続可能な開発のため、平和

でみんなが参加できる社会

をつくり、すべての人が司法

を利用でき、地域・国・経済

のどのレベルにおいても、き

ちんと実行され、必要な説明

がなされ、誰もが対象となる

制度をつくる 

【キーワード】 

・技術発展 

・研究開発 

・ICT 技術の活用 

・地域の技術力向上 

【キーワード】 

・教育 

・社会保障 

・正しい知識（人権） 

・ハラスメント防止 

・社内制度の整備 

【キーワード】 

・平和 

・充実した制度の整備と理解 

・サイバーセキュリティ 

・リスク管理 

 


